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動物が他の人を傷つけたり、財産に被害をカロえたりしないようにしなけ

ればなりません。

ア:飼育している動物が逃げたりしないようにすること。そのために|よ、動物の本能

や習性を十分に理解する。

イ:動物を散歩に連れて出るときなど、必ずつないで散歩するとともに、糞の始末を

飼い主がきつちりとする。

ウ:飼育場所を常に清潔にし、臭いや羽毛、鴫き声で近隣に迷惑をかけないようにす

る。

工:しつけをすることにより、人との係わり方を動物に覚えさせる。

オ:飼育動物をむやみに繁殖させないようにする。繁殖行動が攻撃1奎を引き起こすこ

とがある。

飼育 している動物 によつて起 こりうる感染症 について正 しい知識を

持 たなけれ ばな りません。

ア:動物を溝潔に保ち、国移しによるエサやりなどをしない。

イ:動物を触つた後Iよ、必ず手洗いをする。

ウ:動物のエサの食べ方・排便等の様子をいつも観察し、健康状態を確認する。

飼育している動物の所有者がすぐわかるようにしな Iすればなりません。

ア:首輪に名札を付け、住所氏名等を記載する。

イ:迷子になつた時、首輪が外れても所有者がわかるようにマイクロチップ等を利用

する。

飼い主に限らず、動物に係わる人が絶対にしてはいけないことがあります。

ア:飼育している動物を捨てない。動物がその命を終えるまで適切に飼養する。

イ:飼育している動物はもちろんのこと、愛護動物をみだりに傷つけない。


